
●エレナ・ブジョラ（Elena Bzhola）
アートマネージャー、アートフェスティバルのプロデューサー。ウクライナ出身。2011年より日本在住。
キーウ国立大学日本語学科を卒業後、JICAのウクライナ日本センターにて日本文化紹介イベントの企画・
実施に携わる（雅楽コンサート、書道展、生け花・茶道デモンストレーション、運動会、盆踊り、各種ワーク
ショップ、餅つき等）。
2011年、文部科学省国費留学生として来日し、東京藝術大学大学院音楽学音楽環境創造科（現・国際芸
術創造研究科）に進学。大学院時代は、アートプロジェクト「音まち千住の縁」に事務局スタッフとして参加
し、大巻伸嗣氏による《Memorial Rebirth 千住》の企画を担当。そのほか、ネットラジオのパーソナリ

ティ、フリーペーパーのライター、ウクライナ講座の講師、テレビ局ニュース翻訳など幅広い活動を経験。
2015年、修士課程修了後、株式会社パソナグループに新卒入社。事業開発部に配属され、国際パフォーミングアーツ・フェ
スティバル「Awaji Art Circus」の立ち上げに携わる。以降、毎年淡路島で本フェスティバルを開催し、プロデューサー・総合
ディレクターを務めている。
その活動は多岐にわたり、2021年には桜美林大学にて「アートマネジメント論」のゲスト講師を務め、同年には
TEDxAWAJIのスピーカーとして「人生を変えるアート」をテーマに登壇。さらに2024年には、地方創生SDGs国際フォー
ラムにおいて「地方創生」をテーマとするパネルディスカッションのパネリストを務めるなど、芸術と社会をつなぐ取り組みを
国内外で展開している。
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★ どなたでもご参加いただけます。会場に直接お越しください。開場は14:30。
☆ 終了後、近くの居酒屋で懇親会を開催します。（要申込み・飲食費は別途）
※予約の都合上、懇親会参加をご希望の方は7月22日（水）までにメールでお申込みください。
※報告者・タイトルは変更の可能性もあります。ご了承ください。
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 2026年
 7月25日（土）
 15:00～18:00

参加無料

●問合せ・懇親会申込み ： 石井将勝（いしい・まさかつ） E-mail：masakatsuishii@gmail.com   懇親会申込み〆切：7月22日（水）

　2011年来日、東京芸大で主に
アートマネジメントを学んだあと、
2015年パソナグループに入社、
みずから立ち上げに関わった
国際パフォーミングアーツ・
フェスティバル「Awaji Art 
Circus」のプロデューサー・総合
ディレクターを務めているエレナ・
ブジョラが、芸術による地方創生について報告します（日本語）。
　地方が抱える課題を浮き彫りにしながら、「地方創生」という問題を
提示、これに向けて行われてきたさまざまな芸術からのアプローチを

明らかにし、国内外での芸術によるこの試みの具体例を明らかにします。
　そしていま携わっている淡路島で行われている国際パフォーミングアーツ・フェスティバル「Awaji Art Circus」をとりあげ、
実際にプロデュース、演出してきた立場から、このイベントを具体的に紹介、 芸術と地方創生の可能性をさぐっていきます。

芸術で地方創生 ～Awaji Art Circusの実践から考える～
報告者：エレナ・ブジョラ

Awaji Art Circus
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